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今後の島田市における人口推計について 

 

１ 日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）について 

 令和５（2023）年12月22日、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）は、「日本の

地域別将来推計人口（令和５年推計）」をまとめ。 

この推計は、将来の人口を、令和２（2020）年の国勢調査を基に、令和32（2050）

年までの５年ごと30年間について、都道府県別・市区町村別に推計したもの。 

令和元年度に改訂した「島田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」の社人研推

計準拠（以下「平成30年推計」という。）による将来人口推計と比較したところ、下図

の結果となった。 

「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」と「平成30年推計」の比較 

年 区分 総人口 
年少人口 生産年齢人口 高齢人口 合計特殊 

出生率 
（推計） 人口 比率 人口 比率 人口 比率 

2020 

令和５年推計 95,719 12,039 12.6 53,420 55.8 30,260 31.6 1.50 

平成30年推計 95,378 11,952 12.5 52,662 55.2 30,763 32.3 1.60 

比    較 ＋341 ＋87 ＋0.1 ＋758 ＋0.6 ▲503 ▲0.7 ▲0.10 

2023 10月１日時点 95,870 11,411 11.9 53,755 56.1 30,704 32.0 ― 

2025 

令和５年推計 92,221 10,786 11.7 50,923 55.2 30,512 33.1 1.43 

平成30年推計 92,016 10,958 11.9 49,785 54.1 31,273 34.0 1.58 

比    較 ＋205 ▲172 ▲0.2 ＋1,138 ＋1.1 ▲761 ▲0.9 ▲0.15 

2030 

令和５年推計 88,304 9,630 10.9 48,446 54.9 30,228 34.2 1.46 

平成30年推計 88,295 10,138 11.5 46,903 53.1 31,254 35.4 1.59 

比    較 ＋9 ▲508 ▲0.6 ＋1,543 ＋1.8 ▲1,026 ▲1.2 ▲0.13 

2035 

令和５年推計 84,247 8,840 10.5 45,623 54.2 29,784 35.4 1.46 

平成30年推計 84,297 9,399 11.2 43,943 52.1 30,955 36.7 1.60 

比    較 ▲50 ▲559 ▲0.7 ＋1,680 ＋2.1 ▲1,171 ▲1.3 ▲0.14 

2040 

令和５年推計 80,156 8,420 10.5 41,631 51.9 30,105 37.6 1.51 

平成30年推計 80,012 8,796 11.0 40,005 50.0 31,211 39.0 1.60 

比    較 ＋144 ▲376 ▲0.5 ＋1,626 ＋1.9 ▲1,106 ▲1.4 ▲0.09 

2045 

令和５年推計 75,968 7,977 10.5 38,467 50.6 29,524 38.9 1.51 

平成30年推計 75,587 8,202 10.9 36,882 48.8 30,503 40.4 1.60 

比    較 ＋381 ▲225 ▲0.4 ＋1,585 ＋1.8 ▲979 ▲1.5 ▲0.09 

2050 

令和５年推計 71,821 7,451 10.4 35,667 49.7 28,703 40.0 1.52 

平成30年推計 71,209 7,614 10.7 34,131 47.9 29,464 41.4 1.60 

比    較 ＋612 ▲163 ▲0.3 ＋1,536 ＋1.8 ▲761 ▲1.4 ▲0.08 

人口ビジョンの 
目標人口 79,313 11,867 15.0 39,566 49.9 27,880 35.2 2.07 

比    較 ▲7,492 ▲4,416 ▲4.6 ▲3,899 ▲0.2 ＋823 ＋4.8 ▲0.55 

※単位は、人口は人、比率は％、合計特殊出生率は人 

※令和５年推計の合計特殊出生率は、全国の合計特殊出生率（出生中位）を全国の子ども女性比

（０～４歳人口と 15～49 歳女性人口の比）で除した値に、島田市の子ども女性比を乗じた値 
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総人口 
・2050年を2020年と比較すると約25％減少する。 

・2050年の総人口は、平成30年推計と比較すると612人増加している。 

年少人口 

・2050年を2020年と比較すると約38％減少

する。 

・2050年の年少人口比率は、10.4％まで落ち

込む。 

・2025年～2050年の５年ごとの年少人口は、

平成30年推計より減少している。 

・2020年～2050年の５年ごとの０～４歳人

口は、すべての年において平成30年推計

より減少している。 

 

生産年齢 

人口 

・2020年～2050年の５年ごとの生産年齢人

口は、すべての年において平成30年推計

より増加している。 

・2050年を2020年と比較すると2050年は

2020年の2/3となる。 

・５歳階級別に平成30年推計と比較すると、

20～29歳が増加している。これは平成30

年推計よりも、外国人が増加しているた

めであると考えられる。 

 

高齢人口 

・2020年～2050年の５年ごとの高齢人口は、

すべての年において平成30年推計より減

少している。 

・総人口に占める割合は今後も上昇が続き、

2050年の高齢人口比率は40％を超える。 

・2050年を2020年と比較すると、2050年は

2020年を下回り、５％以上減少する。 

 

合計特殊 

出生率 

（推計） 

・2020年～2050年の５年ごとの合計特殊出

生率（推計）は、すべての年において平成

30年推計より低下している。 

・コロナ禍の影響を受けて、2020年の1.50か

ら2025年の1.43まで低下する。 

・2050年と2020年を比較すると、0.02上昇し

ているが、大きくは変わらない。 
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